
共生と創造 ～ あじさい看護福祉専門学校の教育理念 ～ 
あじさいは、性質の異なったひとつひとつの花が集まって一輪の花となる。 

人もまた人として生まれ、人間となるために、社会、文化の影響を受けて自らも構成員として環境を創造していく。 これは 

あたかもあじさいが、陽光や水を受けて、土壌（環境）の変容を受け止め、その色や形が自在に変化していく様にも似ている。 

花は水の青になじみ、誰にも好かれ、和をもって一輪の花となる。看護・介護もまた、人と人との出会いではじまり、共に生き、 

創造していくものである。 

学生はあじさいの如く、人との交流を通して変容し、自己の内にエネルギーを育んでいく。 

そして、将来個人との相互交流を豊かにし、個人に応じた看護・介護が創造できるエネルギーを持ち続けることが重要である。 

ここに共生と創造を謳う。 

なお、あじさいは美濃加茂市の花である。 

  
 福祉住環境コーディネーターの舟橋真由美先生のご指導の下、約3ヶ月間 

取り組み、11月28日に行われた試験の結果、

見事11名が福祉住環境コーディネーター2級に

合格しました。 

 今回は合格点に達しなかったものの、あと 

一歩というところまできている学生も多数お 

り今後の資格取得に期待します。 

Contents 
   ▼ 11名が合格！難関突破！！ 

   ▼ 学科の出来事 

      看護：1年生 企業見学 

      介護：1年生 リフレクソロジー 

   ▼ ギョーカイなう 

   ▼ こころ＠あじさい 

   ▼ 看護・介護に役立つ頭の体操 

   ▼ 在校生からのメッセージ 

   ▼ 入学試験のご案内 

１１名が合格！難関突破！！１１名が合格！難関突破！！  

Congratulations! 
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1年生 「生活と看護」の演習で企業見学 

1年生 リフレクソロジー 

 リフレクソロジー講師の林昌子先生による 「リフレクソロジー」の授業

が行われました。様々な分野の豊富な知識と経験から濃い授業内

容となり、学生も楽しく、そして学びの多い学習となっています。 

 

 学んだことを実習等で利用者様とのコミュニケーションのひとつとし

て役立て、また利用者さんの生活の中で、心地よい時間のお手伝い

ができれば嬉しいです。さらに、自分自身や家族・友人にも活かし、

自然治癒力を高め健康を維持するために生活の中に取り入れてみ

たいです。                          （彦坂裕子）   

 ＳＯＮＹでは、法に基づいた健康診断により異常を

早期に発見し、早期治療・改善を促す他に、インフ

ルエンザ流行時には正しい手洗い法をビデオ放映

するなど、従業員の健康への意識を高める働きか

けがされていました。また、全社員を対象にストレス

チェックを行い、何か異常があれば面談や専門医

紹介を行うなど、身体的だけでなく精神的にもサ

ポートする体制が整えられていました。 

 企業には従業員の健康を支援するという重要な

役割があることを学びました。     （後藤良子） 

 責任と期待を背負い働く人々の健康を守るためにパジェロ製造では、製造業ならではの様々な危険因子が

ある中で「安全と健康はすべてに優先する」という理念を基に、企業としてのトータルヘルスプロモーションプラ

ンの十分な基盤が整っていました。企業内全体が同じ意識をもち、心身両面にわたる様々な視点から予防を

徹底することの重要性を学びました。                                  （水野衣梨子） 

看護学科1年生43名は、労働者の健康と安全を守るための活動を学ぶために、企業見学を行いました。   



数学 

 問．（ ）の単位で表しなさい。 

      ① 水５Ｌの重さ （ｇ） 

     ② ２００ｃｃ    （ｄｌ） 

国語 

 問．ひらがなは漢字に、漢字はひら 

    がなに直しなさい。 

     ① ずかんそくねつ 

     ② きおうれき 

     ③ 誤嚥 

答えは最後のページ、一番下にあります。 

 

★ 頭の体操 ★ 

  

教員によるリレーコラム 第３回 こ こ ろ ＠ あ じ さ い  

  
 先日、学生が実習で担当させていただいた（元）患者さまが、お元気になられて

学校を訪ねてくださいました。 

 闘病生活のなかで感じておられたことを聞かせていただいたり、学生への温かい

お言葉をいただいたりして、きっと学生に

とっては、これから看護師を目指し看護

師を続けていくうえで、自分を励ましてく 

れる、忘れられない出来事になっただ 

ろうなあ・・・と思いました。 

そんな出会いに、私自身も関わらせて 

いただけたことに幸せを感じられた一日 

でした。             
 
看護学科教務主任 古川 紀子 

  

 ギョーカイなう 第100回看護師国家試験！ 

～Information～ 
平成２３年度も 

介護福祉士を目指す学生に 

国からの支援があります 

○働きながら資格をとる「雇用プログラム」（介護福祉士コース） 緊急雇用創出基金事業を受託する施設 

  に勤務しながら介護福祉士養成施設で2年間修業し、卒業後に介護福祉士の国家資格取得。 

  入学金、授業料、教科書の自己負担なし。雇用されるので給与があります。 

○職業訓練事業「介護福祉士養成科」 岐阜県立国際たくみアカデミーに入校し、介護福祉士養成施設 

  で2年間修業し、卒業後に介護福祉士の国家資格取得。 

  入学金、授業料の自己負担なし、教科書等は自己負担。給与はありません。 詳細はハローワークへおたずねください 

看護学科3年  榊原 良恵 
出身校/名古屋経済大学高蔵高等学校 

      名古屋経済大学短期大学部 

 国家試験に向けて私たち３年生は自分

の弱点を強化する学習をしてきました。 

これまで学習する中で掴んだ効果的な勉

強のコツをお伝えします。 

 1つ目―毎日の授業を大切にする！ 

国試には３年間で習う内容が出題されます。３年生になり全科

目を思い出し理解する事はとても大変です。毎日の授業はただ

聴きノートを書くだけでなく、自分が大切だと思った事・先生が話

す豆知識などを書き留め、後で見た時にその授業内容を思い

出せるようなノート・教科書の使い方をすると、思い出す時間の

短縮になり勉強がはかどります。 

 ２つ目―実習で自分が経験した事を国試勉強につなげる！！ 

ただ教科書を読むだけでは数多くの疾患・治療・看護等とても覚

えきれません。そんな時は、自分が実習で使ったリフレクション

やポートフォリオを使い今まで出会った患者様の病態と教科書

の内容を重ね合わせて理解します。そうすると教科書の内容の 

意味やその根拠をしっかり理解でき、どんな角度から問題を出さ 

れても答える事の出来る力が付きます。自分の受け持ち患者様

だけでなく、グループメンバーや病棟の患者様にも目を向ける事

が出来たらさらに理想的。 

 ３つ目―参考書に頼らない！！！ 

国試対策の参考書は沢山あります。参考書は国試に出やすい

内容を研究しまとめられているので便利で、教科書を使って調

べ学習するよりも簡単に知りたい内容を見つけられる事もありま

す。しかし答えだけを知る学習では違う角度から問題を出される

と応用する力がついていないので解く事ができません。楽をせず

分からない事は教科書で調べる。この基本的な学習方法は

様々な事の根拠を理解する為にとても大切だと思います。 

 以上３点を日々心掛けていれば、基本的な力をいつの間にか

身につける事が出来、国試前に慌てず勉強に集中できると思い

ます。あじさいの先生方は何年も学生を国試合格に導いてきた

良い看護師を育てるプロです。先生が自ら

の経験からアドバイスしてくださる事を大い

に参考にして、全員で国家試験合格でき

るように頑張ってください。 

看護学科3年間の学びから得た、勉強のコツをお伝えします！ 



看護学科3年 田原 彩子 

出身校／多治見西高等学校 
    
 あじさい看護福祉専門学校に入学して

からの3年間は、看護師という目標を実現

するために、必死になった3年間でした。 

沢山の事を学び経験していく中で、自分自

身の弱さや甘さを痛感する事もありました。

そんな私に頑張る勇気をくれたのは患者様でした。 

 私はある実習で手術を控えた患者様を受け持たせていただき

ました。術前から術後まで関わらせていただく中で、患者様は病

気になって感じた事やその中で関わる人たちの気遣いの大き

さ、出会いの大切さなど様々な事を話してくださいました。その

言葉1つ1つから人と関わる中で大切な事を学ばせていただきま

した。 

 3年間で多くの患者様と出会い、その中で人としての気遣いや

命の尊さを学ぶ事ができました。人と人との関わりがある看護を

させてもらう中で、私自身が人として誠実感や責任感を持ってい

つでも学ぶ姿勢で居続けるべきだと感じました。 

 この3年間で学んだ事はこれから先も大切にしていきます。 

 

〒５０５‐００２２ 岐阜県美濃加茂市川合町４‐６‐８ 

ＴＥＬ： （０５７４）２８‐２１３１  ＦＡＸ： （０５７４）２８‐２１３０  

学校法人あじさい学園 あじさい看護福祉専門学校 

  http://www.ajisai.ac.jp 

携帯サイトは 

こちらから 

答え 数学：①5000ｇ ②2ｄｌ  国語：①頭寒足熱 ②既往歴 ③ごえん 

     願書受付期間 試験日 

一  般⑤  2月21日～  3月11日 3月19日（土） 

   

   

     

   

     願書受付期間 試験日 

一  般③  2月21日～ 3月7日 3月12日（土） 

社会人③  2月21日～ 3月7日 3月12日（土） 

   

   

   

介護福祉学科1年 石水 尚美 

出身校／岐阜県立岐阜北高等学校 

      愛知淑徳短期大学  
  
 桜満開の下、門をくぐったのが昨日のこと

のように、この10ヶ月はあっという間に過ぎ

ました。主婦であり母親であり学生であるこ

とは時に大変ですが、忙しくも楽しい毎日

を送っています。 

 入学当初は、私自身勉学というものから20年以上も離れてい

る上、福祉の仕事に携わった経験もなく、学校と家庭の両立な

んてできるだろうかと丌安や心配でいっぱいでした。しかし、クラ

スには私と同じ立場の仲間が何人もいて、学校のことはもちろ

ん、子育てやプライベートまでいろいろ相談にのってもらい、お互

い励まし合いながら過ごすうちに、前向きな気持ちになれ、意欲

的に取り組めるようになりました。11月には、初めて施設での実

習が２週間あり、基本的な日常生活の援助を通して利用者様

への接し方、コミュニケーション方法など様々なことを学びまし

た。授業で学んだことを活かし実践することでより深く自分のもの

にできたのではないかと思います。先生方の丁寧で暖かい指導

のもと、専門的な知識と技術を身につけ、利用者様と信頼関係

を築けるような介護福祉士を目指したいです。  

看護学科 介護福祉学科 

 熊野本宮大社に設置されている看板に平成23年を表す一字が記してあり、その一字とは偶然にも「歩-あゆむ-」でした。「自分自身

の足で大地を踏みしめ、目標を定め一歩一歩と確実に歩むこと」を意味しているとあり、本校の自ら努力する学びのスタイルと大いに共

通しており、驚きと感動を覚えました。今後も、学生・教職員・学校それぞれの「歩-あゆみ-」を進めていきます。 

  


